
意見交換会の結果 

白井市の魅力や、白井市での暮らしに対する問題やニーズについて、多様な意見を把握するため

に、白井市民を対象としたワークショップを開催しました。 

表 ワークショップの開催概要 

ワークショップ 対象者 開催日 開催場所 参加者数 

気軽に本音で

SHIROI トーク 
全市民 

令和 6 年 4 月 25 日（木） 市役所本庁舎 ２２名 

令和 6 年 4 月 27 日（土） 市役所東庁舎 ２５名 

しろいの未来作

戦会議 

小学生 令和 6 年 5 月 12 日（日） 保健福祉センター １７名 

中学生 令和 6 年 5 月 12 日（日） 保健福祉センター １６名 

高校生 

若い世代
令和 6 年 5 月 19 日（日） 保健福祉センター ２４名 

タウンミーティ

ング 
全市民 

令和 6 年 5 月 26 日（日） 白井コミュニティセンター ５名 

令和 6 年 6 月 1 日（土） 白井駅前センター １４名 

令和 6 年 6 月 1 日（土） 公民センター ２２名 

令和 6 年 6 月 2 日（日） 西白井複合センター ２３名 

令和 6 年 6 月 2 日（日） 冨士センター １４名 

令和 6 年 6 月 23 日（日） 桜台センター ２５名 

 

 

気軽に本音で SHIROI トーク しろいの未来作戦会議 タウンミーティング 

図 ワークショップ開催の様子 

（1）気軽に本音で SHIROI トーク 

第５次総合計画の基本理念である「安心」「健康」「快適」を基に、それぞれの白井市とはどんなま

ちなのか、意見を交わしました。 

 

安心な白井市とは 

災害時の対応、人口減少、人とのつながり など 

 

健康な白井市とは 

・活動場所 アクティブシニア 若い世代 など 

 

快適な白井市とは 

・商業施設 交通利便性 豊かな自然 など 

資料３ 

合計２０７名 
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（2）しろいの未来作戦会議 

興味のあるまちづくりのテーマを事前に考えて当日発表し合い、それぞれのテーマについてグルー

プで意見交換した後、１０年後の理想の白井市を掲げてもらい、更には、理想の白井市を実現するた

めに自分たちにできることを考えてもらいました。 

 小学生 

（４～６年生） 

中学生 

（１～３年生） 

若い世代 

（高校生～30 歳代） 

理想の 

白井市 

★色々な人たちとの関わりを増やし楽しめるまち 

★安心して簡単に移動できる白井市 

★自然、イベント、人を集める 

★梨によって笑顔の輪が広がる白井市、梨を大事

にする白井市 

★様々な人が暮らしやすく、市全体がに

ぎやかで楽しくオシャレなまち 

★梨を入り口に住みやすさに特化したま

ち 

★治安が良く、どの世代も楽しめる「田

舎の最先端」 

★イベントを通じて思い出ができ、人と

の関わりができ、活気のあるまち 

 となり、 白井市を知ってもらえる 

★結局、戻りたくなる実家 しろい市 

 （転出した人が子育ての時に戻りた

くなるまち） 

★特産品の梨や魅力を広め、老若男女

が市内外の人が集まれるまち 

★市外の人も高齢者もみんな交通の便

が良くてあそぶ場所があるまち 

★ＳＤＧｓを大切にし、若い子育て世

代が安心して住めるまち 

  ～なんだかんだ白井が良い！～ 

★若者も高齢者も市内で過ごしやすい

居場所・拠点のあるまち 

★安心・安全で地域活性化して人が来

たくなるまち 

★「家族」で楽しく、暮らしやすいま

ち ～動物も転入者も家族～ 

自分た

ちで 

できる

事 

・職業体験をする 

・ボランティアに参加 

・今ある施設、学校を使ってイベントを行う  

・こどもたちでできるイベント開催 など 

・自分たちが白井市を知ること 

・近所づきあいを大切にしていく 

・自然を大事にする 

・白井市のインスタで子どもたちが情報

発信する など 

・地域コミュニティに参加する 

・政治に関心を持つ、選挙に行く 

・企業誘致を市民から頼む 

・みんなでＰＲキャンペーン など 

 

 

 

（3）タウンミーティング 

「１０年後の白井市のために」をテーマに掲げ、市全体に係る意見や、その地区に特化した意見を

話し合ってもらいました。 
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表 市民が認識する白井市の課題と主な意見 

白井市の課題 主な意見 

アクティブシニアの増加 • 積極的な外出し、健康寿命を延ばす • 健康でまだ働ける高齢者が多い 

主に若い世代の住みやす

さと働きやすさの両立 

• 静かで暮らしやすい 

• 共働きで都内勤務の場合、子育てとの両

立が大変 

• リモートワークできる環境づくりがほ

しい 

誰でも移動しやすい交通

環境 

• 公共交通が不便で、高齢者は免許返納後

の移動手段がなくなる 

• バス以外の新たな移動手段が必要 

• 不便だと外出機会が減り、健康にも影響

がでる 

• 凸凹な道路は車いすやベビーカーで移

動しづらい 

外国人の受入・交流環境

の整備 

• 就労や居住の環境づくり 

• 言語の壁がありコミュニティに入って

もらえない、ルールをうまく伝えられな

い 

• 不法就労やヤードが増えることは避け

るべき 

出入りしやすい地域コミ

ュニティやイベントの活

性・持続 

• 共働きで時間がない、役員の負担が大き

いなどの理由から、若者が新たなコミュ

ニティに入りにくい 

• 何気ない顔見知りなど、ゆるやかなつな

がりを求めている 

• 切り捨てるのではなく、次の世代の負担

を減らしながら、今に合ったやり方で引

き継いでいく必要 

• 自治会への加入率の減少で、役員の負担

が大きく維持が困難 

だれもが気軽に集まり交

流できる場所の創出 

• 学生や若い世代が集まる空間、施設がほ

しい 

• ふらっと立ち寄れる場所がほしい 

持続的な農業、農業への

かかわり 

• 100%ではないが農業に関わりたい 

• 農家の担い手不足への対応が必要 

• 子どもの頃の良い体験が思い出となり、

地域愛着を育む 

環境資源、工業団地等の

現状と魅力、誇れるもの

の維持と PR 

• 子ども達に地域の取組の体験や学習の

機会を設け、現状の魅力や問題を知って

もらう 

• ヤードが旧地区に集まる、治安が悪くな

らないか不安 

• 清水口の白鳥スポット等、小さな魅力を

共有して広げたい 

• 今井の桜や田園風景を残したい 

機能や景観も重視したイ

ンフラの整備・維持 

• まちの顔としての駅前空間の再整備 • 農地の保全活用、ヤードの規制 

既存の魅力を損なわず利

便性等が向上する企業の

誘致と再整備 

• 白井は住みやすさが強みであり、賑わい

施設などは近隣市と連携していけばよ

い 

• 集客施設を含めた企業誘致が必要 

空き家・既存施設、資源

の利活用 

• 賃貸住宅の需要に対して供給がないが、

空き家・空き地は増えている 

• 新たなニーズを取り込んだ施設の改修 

災害への備えと対応の確

立 

• 災害時に備えて、日常から近所のつなが

りを持つことが重要 

• 自治会に所属しない人は防災訓練に参

加できているのか 

産官学連携や魅力ある学

校づくりと学生との交流 

• 環境資源や農業の実態、インフラ老朽化

などを地域学習で知ってもらうことが

重要 

• 学校の授業で地域の取組に参加して、地

域の活動を知る 

• 子育てや教育分野に手厚く支援してほ

しい 

• リスキリングできる機会がほしい 

情報共有の促進 • 市民が欲しい情報が届いていない • 色々なイベントについて知る機会があ

れば、積極的に参加したい 
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